
  

秀島 栄三 （都市基盤計画） 社会工学専攻

港湾、道路、通信・・・多くの社会基盤（social infrastructure）は
繋がり合っている。災害によるダメージが局所的でも社会基盤
全体でサービスが提供できなくなる場合がある。このようなダメ

ージの波及とサービス機能の低下の関係を分析し、通常時も災
害後も高度に利用できる社会基盤システムの構築を目指す。

高度化する社会基盤システムの脆弱性を解消する
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岸壁a 0 1 0 1
倉庫b 1 0 0 1

企業用地c 0 0 0 1
臨港道路d 1 1 1 0
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倉庫b 1 0 0 1

企業用地c 0 0 0 1
臨港道路d 1 1 1 0

　　（例）施設と施設の接続関係を行列形式に変換し、ダメージの波及を分析する
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